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令
和
５
年
６
月
。
私
は
愛
知
県
犬
山
市
の
ホ

テ
ル
に
赴
任
し
て
き
た
。
生
ま
れ
は
埼
玉
県
旧

大
宮
市
︵
現
さ
い
た
ま
市
︶
で
あ
る
。
地
元
に

は
学
生
時
代
を
迎
え
る
ま
で
過
ご
し
、
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
10
年
ほ
ど
居
住
し
て
い
た
の
だ

が
、
今
、
こ
う
し
て
新
た
な
地
に
引
っ
越
し
す

る
機
会
に
、
改
め
て
様
々
な
都
市
に
居
住
し
た

こ
と
を
振
り
返
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド

ニ
ー
、
香
港
、
神
奈
川
県
小
田
原
、
北
海
道
ニ

セ
コ
、
沖
縄
県
那
覇
、
そ
し
て
直
近
の
３
年
余

り
を
富
山
県
富
山
市
で
過
ご
し
た
。
仕
事
柄
い

ろ
い
ろ
な
都
市
を
転
々
し
て
き
た
中
で
、
何
処

に
行
っ
て
も
強
く
思
い
行
動
す
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
地
を
好

き
に
な
り
、
文
化
や
歴
史
、
町
の
隅
か
ら
隅
ま

で
自
転
車
や
徒
歩
で
廻
る
こ
と
で
あ
る
。
大
都

市
を
除
け
ば
交
通
手
段
が
限
定
的
に
な
り
つ
つ

あ
る
昨
今
で
あ
る
。
自
動
車
を
使
う
と
い
う
の

が
一
般
的
な
街
巡
り
だ
が
、
私
は
で
き
る
限
り

自
分
の
足
を
疲
労
さ
せ
て
街
巡
り
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

我
々
ホ
テ
ル
の
お
客
様
の
様
態
、
ニ
ー
ズ
も

数
十
年
前
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
変
化
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
団
体
旅
行
は
縮
小
し
、
海
外

か
ら
も
個
人
旅
行
が
手
軽
に
楽
し
め
る
時
代
に

変
化
し
、
国
内
外
か
ら
の
お
客
様
に
と
っ
て
ホ

テ
ル
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
、
滞
在
目
的
も
多
様
化

し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ

に
従
事
し
お
客
様
を
お
出
迎
え
す
る
我
々
ホ
テ

ル
マ
ン
の
観
光
素
材
、
文
化
、
歴
史
等
に
関
す

る
知
識
も
よ
り
幅
広
い
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
メ
ジ
ャ
ー
な
観
光
施
設
だ
け
で

は
な
く
、
マ
イ
ナ
ー
だ
け
れ
ど
も
魅
力
的
な
素

材
を
備
え
た
施
設
、
物
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ

は
、
転
々
と
各
地
を
廻
っ
て
き
た
私
の
感
想
で

あ
る
の
だ
が
、往
々
に
し
て
マ
イ
ナ
ー
な
施
設
、

物
は
地
元
出
身
者
に
と
っ
て
日
常
過
ぎ
て
魅
力

が
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
地
元
に
と
っ
て

の
日
常
が
旅
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
素
材
で
あ

り
、
そ
の
素
材
が
地
域
活
性
の
原
石
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

人
生
の
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
齢
だ
が
、
縁
あ
っ
て
全
国
各
地
を
生
活
拠

点
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
一
度
、
自

分
が
各
地
域
・
地
域
に
恩
返
し
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
そ
の
事
を
考
え
つ
つ
、
休
み
の
日
に
足

を
使
っ
て
地
域
活
性
化
の
原
石
探
し
に
汗
を
か

き
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
日
々
で
あ
る
。

創刊　昭和29年1月25日（833号） 令和5年 10月 25日発行

学
童
席
上
揮
毫
大
会
＝
十
月
七
日
︑
信
徒
会
館
ホ
ー
ル

七
五
三
ま
い
り

十
一
月
末
日
ま
で
厳
修

総
支
配
人

犬山成田山
ホームページ
←ＱＲコード

犬山成田山 検索

発行所　愛知県犬山市
　　　　成田山名古屋別院大聖寺
電　話　0568（61）2583 ㈹
ＦＡＸ　0568（62）7020

毎月 1 回 25 日発行

浅
沼
源
太
郎

ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
犬
山
有
楽
苑

旅
人
視
点
か
ら
地
域
活
性



令 和 5 年 10 月 25 日 発 行 名 古 屋 成 田 山 （ 2 ）

　

十
月
七
日
、
成
田
山
信
徒
会
館

に
て
第
六
十
回
成
田
山
学
童
席
上

揮
毫
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
四
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
約
四
百
名
の
参
加
者

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
今
回
は
第
六
十
回

の
節
目
の
大
会
と
な
り
、
参
加
者

に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
、
白
帝
書
道
会
の
先

生
方
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
、
特

別
賞
受
賞
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。【
特
別
賞
受
賞
者
は
四
面
に

掲
載
】

　

十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
、
犬

山
市
立
犬
山
中
学
校
二
年
生
の
生

徒
六
名
が
当
山
を
訪
れ
、﹁
職
業

体
験
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
お
護
摩
を
参
拝
し
、
ま

た
抹
茶
接
待
、
写
経
、
境
内
清
掃
、

仏
器
磨
き
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
実
社
会
で
の
礼
儀
作
法
を
学

び
ま
し
た
。

　

九
月
十
一
日
、茶
室
﹃
若
水
庵
﹄

に
て
、
表
千
家
吉
田
生
風
庵
主
催

に
よ
り
﹁
萩
の
茶
会
﹂
が
開
催
さ

れ
ま
し
た 萩

の
茶
会

表
千
家
吉
田
生
風
庵

中
学
生
職
業
体
験

七
五
三
祝
祷
会
十
一
月
末
ま
で

　
　
　
　

厳
修

　

当
山
で
は
十
月
一
日
よ
り

﹃
七
五
三
祝
祷
会
﹄
を
厳
修
し
て

お
り
ま
す
。

　

連
日
、
多
く
の
お
子
様
と
保
護

者
の
方
々
が
参
拝
さ
れ
、
本
年
め

で
た
く
七
五
三
を
迎
え
ら
れ
た
お

子
様
の
健
や
か
な
ご
成
長
と
ご
多

幸
を
祈
願
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
﹃
七
五
三
祝
祷
会
﹄
は
十
一
月

末
ま
で
厳
修
し
て
お
り
ま
す
。
大

勢
の
お
子
様
の
ご
来
山
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

お
護
摩
ご
祈
祷

　
　

ご
祈
祷
料

一
金　
　
　

三
万
円
以
上

一
金　
　
　

二
万
円
以
上

一
金　
　
　

一
万
円
以
上

一
金　
　
　

五
千
円
以
上

一
金　

三
千
五
百
円
以
上

　
　

ご
祈
祷
料

一
金　
　
　

二
万
円
以
上

一
金　
　
　

一
万
円
以
上

一
金　
　
　

五
千
円
以
上

一
金　

三
千
五
百
円
以
上

午
前
七
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で

三
十
分
毎
に
厳

修
い
た
し
ま
す

ご
祈
祷
厳
修
時
間

交
通
安
全
自
動
車
ご
祈
祷

家
内
安
全
・
身
体
健
全
・
商
売
繁
昌
・
そ
の
他
ご
祈
願

ご
本
尊
不
動
明
王
尊
宝
前

に
ご
祈
祷
札
を
お
祀
り

し
︑
満
願
日
ま
で
ご
祈
願

い
た
し
ま
す
。

一
金　

一
万
円
以
上

　
　
　
　

五
日
間
ご
祈
願

一
金　

三
万
円
以
上

　
　
　
　

十
五
日
間
ご
祈
願

一
金　

五
万
円
以
上

　
　
　
　

二
十
日
ご
祈
願

一
金　

十
万
円
以
上

　
　
　
　

三
十
一
日
ご
祈
願

　
　
　
　

自
宅
祀
り
札
付

願が
ん

掛か

け
お
護
摩

ご
祈
祷
の
ご
案
内

ご
祈
祷
料

午
前
七
時

　
　

九
時

　
　

十
一
時

午
後
一
時

　
　

三
時

ご
祈
祷
厳
修
時
刻

成
田
山
学
童
席
上
揮
毫
大
会

第 60 回



令 和 5 年 10 月 25 日 発 行名 古 屋 成 田 山（ 3 ）

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
十
一
時
よ
り
本
堂
に
て
厳
修

記
念
大
法
要

開
創
七
十
周
年
記
念
大
祭

岸
田
照
泰
貫
首
猊
下
ご
巡
錫

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

岸
田
照
泰
貫
首
猊
下

・
宗
祖
弘
法
大
師
報
恩
法
要
・
出
世
稲
荷
法
楽

　
　︵
午
前
十
時
　
弘
法
堂
、
出
世
稲
荷
堂
︶

・
献
華
式
︵
午
前
十
一
時
の
大
護
摩
供
に
併
催
︶

・
記
念
茶
会
︵
若
水
庵
︶

・
開
創
七
十
周
年
記
念
大
法
要
︵
午
前
十
一
時
︶

・
記
念
大
祭
式
典
︵
記
念
大
法
要
終
了
後 

︶

・
柴
灯
大
護
摩
供 

並
び
に
火
渡
り
修
行
︵
正
午
︶

・ 

大
祭
記
念
大
護
摩
供
︵
午
前
九
時
、
午
後
一
時
、
三
時
︶

・
八
方
宝
剣
法
要
︵
午
前
九
時
半
、
祈
祷
殿
屋
上
︶

記
念
大
祭
行
事
日
程

十
一
月
三
日
︵
文
化
の
日
︶

十
一
月
二
日
︵
木
︶

開
創
七
十
周
年
記
念
大
祭

　

本
年
は
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
並
び
に
当
山
開
創
七
十
周
年
の
二
大

勝
縁
の
歳
に
当
た
り
、
今
秋
十
一
月
三
日
、
開
創
記
念
大
法
要
を
奉
修
し
、
記
念
行

事
と
し
て
柴
灯
大
護
摩
供
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

柴
灯
大
護
摩
供
法
要
と
は
、
野
外
に
て
炉
を
組
み
、
修
験
者
の
修
法
で
大
護
摩
供

を
厳
修
し
て
所
願
成
就
を
祈
願
す
る
壮
大
な
祈
願
法
要
で
す
。

　

そ
の
際
、
ご
信
徒
皆
様
よ
り
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
柴
灯
護
摩
木
を
お
焚
き
上
げ

し
、
皆
様
方
の
所
願
成
就
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

多
く
の
ご
信
徒
に
ご
参
加
を
頂
き
た
く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
柴
灯

護
摩
木
の
ご
奉
納
も
あ
わ
せ
て
お
勧
め
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

柴さ

い

と

う灯
大
護
摩
供
法
要

柴
灯
大
護
摩
供
特
別
護
摩
木
︑
柴
灯
護
摩
木
は
︑

本
堂
横
総
受
付
・
自
動
車
祈
祷
殿
に
て
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
お
願
い
事
・
お
名
前
・
数
え
歳
を

ご
記
入
の
上
︑
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　

記

一
、
日 

時 　

十
一
月
三
日 

正
午
よ
り

一
、
場 

所 　

当
山
境
内

一
、
柴
灯
大
護
摩
供

　
　
　

特
別
護
摩
木 　

一
本 

千
円
以
上

宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
記
念

一
、
柴
灯
護
摩
木 　

一
本 

三
百
円
以
上
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◆
成
田
山
明
王
賞
新
井
本
佳
和(

滝
高
一)

◆

成
田
山
童
子
賞
沢
田
麗
羽(

桃
陵
中
三)

◆
成

田
山
貫
首
賞
松
浦
咲
帆(

米
野
小
六)

◆
成
田

山
別
院
賞
尾
関
佐
希
乃(

尾
北
高
二)

呉
竹
美

祐(

西
部
中
三)

杉
原
葵(

古
知
野
中
二)

吉

永
尚
真(

犬
山
中
一)

笹
尾
琴
葉(

小
牧
原
小

六)

柴
田
陽
菜(

小
牧
小
五)

佐
藤
功
基(

米

野
小
四)

大
元
陽
菜
乃(

味
岡
小
三)

宗
近
茉

依(

小
牧
南
小
二)

後
藤
乃
愛(

小
牧
小
一)

◆
成
田
山
主
監
賞
土
本
夏
美(

桃
陵
中
二)

重

村
悠
翔(

大
城
小
五)

干
山
空(

米
野
小
三)

◆
国
会
議
員
賞
落
合
愛
菜(

金
城
学
院
中
一)

宗
近
咲
希(

小
牧
南
小
五)

丹
羽
そ
ら(

北
里

小
四)

石
田
結
万(

小
牧
原
小
三)

◆
愛
知
県

知
事
賞
山
田
乃
愛(

春
日
井
西
高
二)

志

村
沙
那(

三
ツ
渕
小
六)

夏
目
大
也(

大

城
小
二)

◆
愛
知
県
議
会
議
長
賞
多
胡

心
暖(

米
野
小
四)

◆
愛
知
県
議
会
議

員
賞
齊
慶
舞
織(

滝
中
二)

織
田
唯
衣
那

(

扶
桑
北
中
一)

水
家
理
愛(

古
知
野
東

小
六)

笠
井
陽
菜(

小
牧
原
小
五)

桑
原

未
羽(

米
野
小
三)

松
浦
香
歩(

米
野
小

二)

◆
名
古
屋
市
長
賞
井
上
廉
都(

村
中

小
五)

◆
犬
山
市
長
賞
林
謙
吾(

小
牧
小

四)

高
田
龍
之
輔(

古
知
野
東
小
三)

◆

一
宮
市
長
賞
重
本
愛
依(

応
時
中
二)

◆

小
牧
市
長
賞
紅
林
想
優(

桃
ケ
丘
小
六)

◆
江
南
市
長
賞
森
唯
歌(

布
袋
小
二)

◆

各
務
原
市
長
賞
松
尾
果
南(

羽
島
北
高

一)

石
黒
明
莉(

鵜
沼
第
三
小
五)

◆
美

濃
加
茂
市
長
賞
桒
原
由
衣(

岐
山
高
一)

◆
可
児
市
長
賞
横
田
羽
南(

中
部
中
三)

◆
扶
桑
町
長
賞
田
口
莉
乎(

布
袋
小
四)

◆
大
口
町
長
賞
佐
藤
舜(

犬
山
西
小
三)

◆
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
杉
本
紗
弥
香

(

本
庄
小
五)

◆
犬
山
市
教
育
委
員
会
賞

越
野
翔
馬(

陶
小
四)

◆
一
宮
市
教
育
委

員
会
賞
志
村
妃
鞠(

三
ツ
渕
小
三)

◆

名
古
屋
市
議
会
議
長
賞
二
宮
健
瑠(

羽

黒
小
五)

◆
犬
山
市
議
会
議
長
賞
石
川

琴
愛(
犬
山
中
一)

堂
上
想
乃(

犬
山
南

小
四)
◆
犬
山
市
観
光
協
会
賞
和
田
悠

里(

一
色
小
六)
佐
藤
稟(

犬
山
西
小
三)

◆
犬
山
商
工
会
議
所
賞
有
待
も
え(

一

宮
高
三)

◆
犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

賞
浜
川
寧
月(

米
野
小
六)
舟
橋
咲
希(

味
岡

小
五)

堀
尾
笑
里(

村
中
小
四)

小
川
叶
花(

村

中
小
三)

小
島
向
葵(

小
木
小
一)

◆
犬
山
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
倉
知
美
怜(

味
岡
中
三)

伊
神
知
夏(

滝
中
一)

増
田
彩
人(

本
庄
小
六)

池
松
愛
莉(

三
ツ
渕
小
五)

平
実
咲
貴(

犬
山

南
小
四)

◆
中
日
新
聞
社
賞
加
藤
新
菜(

南
城

中
二)

川
根
遥
凪(

犬
山
西
小
六)

丹
羽
藍
音

(

小
木
小
五)

竹
内
真
心(

村
中
小
三)

福
原
彩

夏(

陶
小
二)

◆
名
古
屋
鉄
道
賞
勝
田
悠
真(

西

春
高
二)

夏
目
汰
知(

光
ヶ
丘
中
三)

秋
山
芽

実(

応
時
中
二)

舟
橋
凜(

小
牧
西
中
一)

吉

田
泰
誠(

犬
山
南
小
六)

小
田
原
希(

犬
山
南

小
五)

川
口
結
衣(

村
中
小
四)

小
柳
あ
す
か

(

本
庄
小
三)

岩
佐
咲
茉(

小
木
小
二)

西
畑
有

華(

布
袋
小
一)

◆
Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞
石
丸
昂
太
郎(

古

知
野
中
一)

佐
橋
亮
悧(

村
中
小
六)

森
奏
人

(

布
袋
小
五)

齋
藤
結
斗(

三
ツ
渕
小
四)

舟
橋

朋
希(

三
ツ
渕
小
三)

◆
東
海
テ
レ
ビ
賞
長
谷

川
優(

北
里
小
六)

渡
邊
柚
葉(

味
岡
小
五)

久
米
あ
ず
き(

味
岡
小
三)

小
野
唯
千
花(

北

里
小
二)

小
柳
は
る
か(

本
庄
小
一)

◆
中
部

日
本
書
道
会
賞
渡
邊
史
帆(

金
城
学
院
中
三)

野
々
村
真
穂(

古
知
野
中
二)

丹
羽
あ
お
い(

犬

山
中
一)

花
井
敦
貴(

布
袋
小
六)

山
口
知
英

(

犬
山
西
小
五)

◆
白
帝
書
道
会
賞
長
田
優
花

(

応
時
中
二)

玉
置
心
彩(

大
成
中
二)

松
浦
碧

依(

小
牧
中
一)

清
水
希(

小
木
小
六)

鷲
見

梨
々
花(

小
木
小
五)

石
丸
稀
子(

古
知
野
南

小
四)

堀
部
陽
斗(

三
ツ
渕
小
三)

勝
田
和
希

(

小
牧
南
小
二)

河
知
璃
奈(

米
野
小
一)

井
上

茉
香(

桃
花
台
ひ
ま
わ
り
幼)

◆
彩
雲
社
賞
古

鷹
英
舜(

布
袋
中
二)

沢
田
樹
泉(

桃
陵
中
二)

出
井
理
仁(

柏
森
小
六)

松
浦
颯
汰(

米
野
小

六)

伊
藤
優
希(

布
袋
小
五)

市
原
莉
央(

大

口
北
小
五)

清
水
篤(

犬
山
西
小
四)

髙
木
梨

愛
菜(

小
木
小
四)

石
黒
由
珠
帆(

味
岡
小
三)

武
智
寧
子(

味
岡
小
三)

◆
春
日
井
製
菓
賞
今

岡
璃
南(

犬
山
西
小
五)

田
口
眞
子(

古
知
野

東
小
四)

片
出
杏(

三
ツ
渕
小
三)

伊
藤
葵
子

(

味
岡
小
二)

田
村
健
人(

犬
山
北
小
一)

◆
金

華
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
賞
田
中
保
羽(

大
口
北
小

六)
石
井
結(

大
城
小
五)

栗
本
紗
弥
加(

古

知
野
南
小
四)

市
川
和
果(

犬
山
南
小
三)

鷲

見
柚
乃
花(
小
木
小
二)

◆
成
田
山
書
道
会
賞

下
川
床
倭
空(

大
口
北
小
六)

青
山
芽
生(

大

口
北
小
六)

小
川
明
花(

村
中
小
五)

佐
竹
遥

(

犬
山
北
小
五)

佐
橋
穂
乃
香(

小
牧
原
小
四)

山
口
葵
生(

小
木
小
四)

酒
向
志
緒(

古
知
野

東
小
三)

井
倉
楓
菜(

犬
山
北
小
三)

和
田
凜

音(

北
里
小
一)

増
田
和
真(

三
ツ
渕
小
一)

◆
成
田
山
索
の
会
賞
有
満
ほ
の
か(

大
口
北
小

六)

野
田
侑
杏(

味
岡
小
五)

堂
上
凛
乃(

犬

山
南
小
四)

平
輝
仁
志(

犬
山
南
小
三)

堀
尾

有
咲(

村
中
小
一)

◆
名
古
屋
成
田
講
賞
小
栗

奈
々
実(

大
口
北
小
六)

有
馬
彩
葉(

小
木
小

五)

大
濱
遙
日(

犬
山
南
小
四)

◆
成
田
山
索

の
会
犬
山
成
田
山
講
支
部
賞
柴
田
悠
玖(

布
袋

北
小
六)

桜
井
乃
彩(

小
牧
原
小
四)

南
慶
信

(

米
野
小
三)

◆
ウ
メ
ダ
賞
堀
井
美
結(

米
野

小
五)

永
山
涼
雅(

小
牧
原
小
四)

笠
井
詩
織

(

小
牧
原
小
三)

梅
森
衣
都(

小
牧
原
小
二)

市

川
衣
織(

川
島
東
こ
ど
も
園)

◆
金
文
堂
賞
高

木
一
嘉(

北
里
小
一)

南
壮
駿(

太
陽
幼)

 第 60 回
成田山学童席上   
       揮毫大会

特
別
賞
受
賞
者
発
表

今
大
会
の
特
別
賞
作
品
展
を
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
日
ま
で
信
徒

会
館
一
階
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
表
彰
式
は
十
一

月
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り
同
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
。

成田山別院賞

成
田
山
明
王
賞

成
田
山
童
子
賞

成
田
山
貫
首
賞

新
井
本
佳
和

沢
田
　
麗
羽

松
浦
　
咲
帆

柴田　陽菜佐藤　功基大元陽菜乃宗近　茉依後藤　乃愛

尾関佐希乃呉竹　美祐杉原　　葵吉永　尚真笹尾　琴葉

以
上
、
関
係
各
位
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
後
　
援
】（
順
不
同
）

犬
山
市

犬
山
市
教
育
委
員
会

犬
山
市
観
光
協
会

犬
山
商
工
会
議
所

㈱
中
日
新
聞
社

名
古
屋
鉄
道
㈱

Ｃ
Ｂ
Ｃ
㈱

東
海
テ
レ
ビ
放
送
㈱

中
部
日
本
書
道
会

白
帝
書
道
会

彩
雲
社

成
田
山
書
道
会

ウ
メ
ダ
㈱

【
協
　
賛
】（
順
不
同
）

春
日
井
製
菓
㈱

山
崎
製
パ
ン
㈱
名
古
屋
工
場

㈲
藤
原
商
店

犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

岐
阜
観
光
索
道
㈱

成
田
山
索
の
会

名
古
屋
成
田
講

犬
山
成
田
山
講
支
部

金
文
堂
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十
月
二
十
三
日
、
文
化
の
み
ち

二
葉
館
旧
川
上
貞
奴
邸
の
ス
タ
ッ

フ
皆
様
が
研
修
の
た
め
団
体
参
拝

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
文
化
の
み
ち
二
葉
館
﹂
は
、

川
上
貞
奴
女
史
が
大
正
時
代
に

住
ん
で
い
た
和
洋
折
衷
の
建
物

を
名
古
屋
市
が
移
築
復
元
し
、

二
〇
〇
六
年
に
開
館
、
今
に
至
り

ま
す
。

　

当
日
は
午
前
中
に
、
貞
奴
女
史

の
別
邸
「
萬
松
園
」
を
管
理
運
営

さ
れ
る
サ
ク
ラ
ヒ
ル
ズ
川
上
別
荘

を
見
学
さ
れ
、
そ
の
後
当
山
へ
と

立
寄
ら
れ
ま
し
た
。

◆
文
化
の
み
ち
二
葉
館

名
古
屋
市
東
区
撞
木
町
三
　
二
三

開
館
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
月
曜
定
休

江
南
市　
　

四
柱
推
命
研
究
会

　
　
　
　
︵
鵬
の
会
︶
田
坂
天
鵬

◆
銅
板

　
　
　
　
　

森　
　
　
　

真　

輝

　
　
　
　
　

河　

野　
　

皓　

香

◆
の
ぼ
り

各
務
原
市　

平　

松　
　

信　

昭

名
古
屋
市　

冨　

田　
　
　
　

寛

◆
灯
明
料

名
古
屋
市　

佐　

藤　
　

公　

彦

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

名
古
屋
市　

冨　

田　
　
　
　

寛

◆
お
供

岐
阜
市　
　

伊　

藤　
　

泰　

子

　

〃　
　
　

安　

田　
　

薫　

子

各
務
原
市　

渡　

邉　
　

貞　

子

　

〃　
　
　

中　

野　
　
　
　

隆

岐
阜
市　
　

山　

田　
　

き
よ
子

犬
山
市　
　

中　

山　
　

佳　

子

各
務
原
市　

原　
　
　
　

敬　

徳

　

九
月
十
七
日
、
名
古
屋
成
田
講

支
部
︵
支
部
長
＝
岡
部
幸
男
氏
︶

の
物
故
者
法
要
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
堂
に
て
大
護
摩
供
参
拝
後
、

弘
法
堂
に
移
り
、
物
故
者
の
俗
名

と
廻
向
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た

後
、
香
を
た
む
け
、
故
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
信
徒
会
館
に
て
お
斎
を
頂
戴
し

故
人
を
偲
び
、
支
部
の
発
展
を
誓

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

上
林
記

 

　

九
月
二
十
四
日
、
犬
山
一
心
支

部
︵
支
部
長
＝
川
村
武
志
氏
︶
の

総
登
山
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
山
杉
浦
僧
正
に
よ
る
法
話
を

拝
聴
後
、
大
護
摩
供
を
参
拝
、
所

願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
記

︿
金
山
橋
講
支
部
﹀

(

退
任)

中
村
富
子(

副
支
部
長)

(

新
任)

中
村
富
子(

支
部
長)

︿
剱
崎
清
友
会
支
部
﹀

(

退
任)

三
島
建
具
㈱

　
　
　

三
島
誠
一(

副
支
部
長)

(

〃　

)

日
野
𠮷
工
業
㈱

　
　
　

川
島
𠮷
博(

理
事)

(

〃　

)

㈱
共
栄
鉄
筋

　
　
　

青
木
稔
郎
︵
〃　

︶

箕
面
市　
　

大　

塚　
　

正　

樹

丹
羽
郡　
　

中　

原　
　

房　

子

　

〃　
　
　

守　

屋　
　

弘　

美

　

〃　
　
　

宮　

川　
　

基　

英

　

〃　
　
　

酒　

井　
　

一　

平

　

〃　
　
　

社　

本　
　

與　

七

　

〃　
　
　

社　

本　
　

高　

史

　

〃　
　
　

宮　

田　
　

よ
し
子

　

〃　
　
　

鈴　

木　
　

充　

徳

　

〃　
　
　

藤　

田　
　

敏　

英

　

〃　
　
　

飯　

田　
　

正　

志

　

〃　
　
　

福　

冨　
　

清　

重

　

〃　
　
　

仙　

田　
　

王　

一

　

〃　
　
　

酒　

井　
　

利　

雄

　

〃　
　
　

松　

本　
　

佳　

子

　

〃　
　
　

江　

口　
　

真　

未

　

〃　
　
　

山　

﨑　
　

卓　

美

豊
田
市　
　

屋　

代　
　

征　

治

　

〃　
　
　

屋　

代　
　

原　

野

帯
広
市　
　

村　

澤　
　

渓　

花

小
牧
市　
　

社　

本　
　

真
千
子

各
務
原
市　

正　

木　
　

健　

司

扶
桑
町　
　

埴　

田　
　
　
　

実

貞
照
寺
だ
よ
り

物
故
者
慰
霊
法
要

総
登
山
実
施

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

役
員
異
動

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

ー
名
古
屋
成
田
講
支
部
ー

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

◆川上貞奴女史追善法要
　　午前 10 時半より厳修
◆奉納コンサート
　　午前 11 時より開催
　　出演　ヴァイオリン奏者
　　　　　  磯　部　真　弓

12 月 7 日（木）

貞奴忌 のご案内

お
問
い
合
せ
は
貞
照
寺
ま
で

成
田
山
貞
照
寺
参
拝
と

別
荘
『
萬
松
園
』

　
　
　
　
　
　

見
学
会

11
月
13
日

2
月
26
日

３
月
11
日

午
前
９
時
半
～

参
加
費
５
０
０
円

要
予
約

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

９
月

文
化
の
み
ち
二
葉
館

ス
タ
ッ
フ
団
体
参
拝

（
九
月
末
日
現
在
）

朱
の
会
員　
　
　
　

七
名

紫
の
会
員　
　
　

一
〇
名

緑
の
会
員　
　
　

九
三
名

黄
の
会
員　
　
　

四
四
名

青
の
会
員　

一
三
七
二
名

合　

計　
　

一
五
二
六
名

成
田
山
索な

わ

の
会

会
員
数
現
況

大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

名
古
屋
市　

辻　
　
　
　

美
也
子

豊
田
市　
　

鈴　

木　
　

幸　

雄

　

〃　
　
　

鈴　

木　
　

里　

佳

岐
阜
市　
　

武　

藤　
　

美　

雪

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

可
児
市　
　

郡　

司　
　

勝　

美

犬
山
市　
　

郡　

司　
　

朝
寿
香

岡
崎
市　
　

郡　

司　
　

拓　

磨

犬
山
市　
　

㈱
久
郷

名
古
屋
市　

本　

澤　
　

信　

秀

刈
谷
市　
　

深　

谷　
　

貴　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

辻　
　
　
　

美
也
子

あ
ま
市　
　

勅
使
川
原
産
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　

勅
使
川
原　

賢

小
牧
市　
　

㈱
寄
進
産
業
運
輸

東
京
都　
　

松
野
木　
　

和　

美

成
田
市　
　

米
屋
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
岡　

靖
彦

大
垣
市　
　

す
な
っ
く
佳
代

長
久
手
市　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　

愛
知
主
管
支
店

西
尾
市　
　

中
日
本
鋳
工
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居　

良
彦

小
牧
市　
　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　

小
牧
主
管
支
店

名
古
屋
市　

木　

村　
　
　
　

勝

　

〃　
　
　

徳
川
皮
フ
科
内
科
ク

　
　
　
　
　

リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

高
井　

美
津
子

土
岐
市　
　

林　
　
　
　

千　

春

豊
明
市　
　

佐　

野　
　

利　

夫

　
　
　
　
　

レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

揖
斐
郡　
　

成
田
山
洗
心
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　

当
山
元
法
教
部
課
長
平
野
照
圭

僧
正
が
九
月
十
五
日
、
遷
化
さ
れ

ま
し
た
。告
別
式
は
九
月
十
八
日
、

シ
オ
ン
扶
桑
会
場
に
て
営
ま
れ
ま

し
た
。
喪
主
は
平
野
照
治
氏
。

　

索
の
会
岐
北
月
参
講
支
部
員
大

熊
美
智
信
氏
が
八
月
三
十
一
日
、

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式
は
九

月
三
日
、
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
高
富
斎
場
に

て
営
ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
大
熊

貴
久
彦
氏
氏
。

   

索
の
会
岐
北
月
参
講
支
部
員
武

藤
美
雪
さ
ん
が
九
月
十
七
日
、
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式
は
九
月

二
十
日
、
テ
ィ
ア
芥
見
斎
場
に
て

営
ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
武
藤
委

福
光
氏
。

中
二　

野
々
村　

真
穂

中
二　

杉
原　
　

葵

小
四　

田
口　

莉
乎

【
評
】
の
び
の
び
と
し
た
作
品
で

す
。

【
評
】
楽
し
そ
う
な
気
持
で
書
け

て
い
る
ネ
。

【
評
】
力
強
い
せ
ん
で
書
け
て
と

て
も
上
手
で
す
。

紙
上
書
道
展

九
月
の
登
山
講
社

九
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

九　

月

武
藤
美
雪
さ
ん

「
編
集
室
よ
り
」
は

　
紙
面
の
都
合
上
、

　
　
休
載
い
た
し
ま
す
。

11 月の成田山行事

お不動さまの御縁日
　　毎月 1 日、15 日、28 日
◆開創 70 周年記念大祭　３日
　記念大法要 11 時（詳細 2 面）
　柴灯大護摩供　正午
◆七五三祝祷会
　　11 月末日まで厳修中
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆写経会　28 日 信徒会館 3 階

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

九
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

◆
期　
　
　

間　

11
月
30
日
ま
で

◆
ご
祈
祷
時
間　

午
前
９
時
よ
り
午
後
３
時
ま
で

◆
と

こ

ろ　

本　

堂

◆
ご
祈
祷
料　

５
千
円
以
上
（
御
札
、
お
守
り
、

　
　
　
　
　
　
　
千
歳
飴
、ジ
ュ
ー
ス
、日
本
モ
ン
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
招
待
券
付
き
）

『
七
五
三
ま
い
り
』
の
ご
案
内

※
11
月
３
日
は
当
山
大
祭
の
た
め
、
10
時
か
ら

　
12
時
30
分
の
間
、
ご
祈
祷
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お
く
や
み

平
野
照
圭

僧
正

大
熊
美
智
信
氏


